
第10次粉じん障害防止総合対策 2024年度 講習会

粉じんばく露防止対策

電動ファン付き

呼吸用保護具
の使用方法
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電動ファン付き呼吸用保護具
（型式検定合格品）
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電動ファン付き呼吸用保護具とは？
ＰＡＰＲ（Powered Air Purifying Respirators）

外気

フィッタ
または吸収缶

電動ファン

面体等

電源

PAPRは
呼吸が楽

安全性が高い

ＰＡＰＲのブロワーON/OFF時の面体内圧
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呼吸に同調
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電動ファン付き

呼吸用保護具 電
動
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ァ
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面体内が陽圧
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呼吸用保護具
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電動ファン付き呼吸用保護具

半面形：
大風量形/PL3/S級
ずい道等建設工事等

半面形：
通常風量形/PL１/A級

屋内における
金属アーク溶接作業等
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電動ファン付き呼吸用保護具

全面形：大風量形/PL3/S級
石綿除去作業等
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電動ファン付き呼吸用保護具

ルーズフィット形（フード）
：大風量形/PL3/S級

石綿除去作業等

ルーズフィット形
（フェイスシールド）
：大風量形/PL１/B級

グラインダー業等
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第10次粉じん障害防止総合対策
令和５年度～令和９年度

第１ 目的
粉じんにさらされる労働者の健康障害を防止することは、極めて重要である。

・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・
・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・

粉じん障害防止規則及びじん肺法の各規定に定める措置のほか、

より防護係数の高い呼吸用保護具の使用等

といった粉じんによる健康障害を防止するための自主的な取組を適切に実施す

ることを促し、もって粉じん障害防止対策のより一層の推進を図ることを目的
とする。
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電動ファン付き呼吸用保護具の勧奨

（４）電動ファン付き呼吸用保護具の着用

• 電動ファン付き呼吸用保護具は、粉じん則
等において、特定の作業に労働者を従事させる

場合に着用させることが義務付けられているが、

その性能の高さから、当該特定の作業以外に

おいても、これを活用することが望ましいことに鑑

み、・・・・・、事業者に対して電動ファン付き
呼吸用保護具の着用について勧奨する。

＊厚労省の指導・審査時において＊
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⚫ 電動ファン付き呼吸用保護具
は、マスク面体内が陰圧にな
らないため、防護性能が高く、
楽に呼吸できます。

⚫ じん肺管理区分が管理２、管
理３イの労働者が粉じん作業

に従事する場合には、電動
ファン付き呼吸用保護具
を使用させることが望まし
いとされています。

じん肺法第20条の3の低減措置
＊管理2又は管理3イの者に対する措置＊
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① 電動ファン付き呼吸用保護具の使用

⚫安衛則第592条の５、鉛則第58条、特化則第43条、電離
則第38条及び粉じん則第27条のほか労働安全衛生法令に
定める呼吸用保護具のうち防じん機能を有する電動ファン

付き呼吸用保護具（P-PAPR） については、粉じん等
の種類及び作業内容に応じ、令和５年厚生労働省

告示第88号による改正後の電動ファン付き呼吸用
保護具の規格（平成26年厚生労働省告示第455号。

以下「改正規格」という。）第２条第４項及び第５項のい

ずれかの区分に該当するものを使用すること。

電動ファン付き呼吸用保護具の
（選択）使用方法

※ 防じんマスク、防毒マスク及び電動ファン付き呼吸用保護具の
選択、使用等について（令和５年５月25日 基発0525第３号 ）
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② 検定の合格標章

– 電動ファン付き呼吸用保護具は、機械等検定規
則第14条の規定に基づき付されている型式検定
合格標章により、型式検定合格品であることを
確認してから使用すること。

国（ 年）検

第ＴＰ・・号

ＰＲ 大 Ｓ

電動ファン付き呼吸用保護具の（選択）使用方法
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③ 電動ファン付き呼吸用保護具の選択

⚫防じんマスク、防毒マスク及び電動ファン付き呼吸用
保護具の選択、使用等について（令和５年５月25日

基発0525第３号 ） に掲載の別表５※を参照し、
適正なP-PAPRを選択

※法令上、呼吸用保護具のろ過材の種類等が指定され
ているものを掲載

電動ファン付き呼吸用保護具の（選択）使用方法
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マスクの種類、性能区分
粉じん等の種類
作業内容

別表５（抜粋）
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マスクの種類、性能区分
粉じん等の種類
作業内容

複数の性能のP-PAPRを使用することが
可能な場合は、作業環境中の粉じん等の
種類、作業内容、粉じん等の発散状況、
作業時のばく露の危険性の程度等を考慮
した上で、適切なものを選択する
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要求防護係数による選定

リスクアセスメントの
結果に基づく措置
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有害物質のばく露濃度と適正呼吸用保護具の選定方法の例

金属アーク溶接等作業を継続して行う屋内作業場においては、

「金属アーク溶接等作業を継続して行う屋内作業場に係る溶
接ヒュームの濃度の測定の方法等（令和2 年厚生労働省告示
第286号）」

により適正な呼吸用保護具を選択、使用

電動ファン付き呼吸用保護具の（選択）使用方法
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「有効な呼吸用保護具」の選択方法
（溶接ヒュームを例に説明）

⚫金属アーク溶接等作業を行う労働者には、溶接

ヒュームの中のマンガン濃度の最大値から「要求
防護係数」を算定

⚫「要求防護係数」を上回る「指定防護係数」
を有する呼吸用保護具を選択、使用

要求防護係数 PF ＝
C （mg/m3）

０.０５（mg/m3）

Ｃ：溶接ヒュームの濃度測定の結果得られたマンガン濃度の最大値
０.０５：管理濃度（マンガンとして）
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取替え式形防じんマスク
（全面形：RL3）

指定防護係数：５０

使い捨て式防じんマスク
（DS2）

指定防護係数：１０

取替え式形防じんマスク
（半面形：RL2）

指定防護係数：１０

電動ファン付き呼吸用保護具
（全面形：S級、PL3）
指定防護係数：１００

電動ファン付き呼吸用保護具
（半面形：S級、PL３）

指定防護係数：３３/３００
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電動ファン付き呼吸用保護具の種類 指定
防護係数

防じん機能
を有する電
動ファン付
き呼吸用保
護具

全面形面体 S級 PＳ３又はPＬ３ １０００

A級 PＳ２又はPＬ２ ９０

A級又はS級 PＳ１又はPＬ１ １９

半面形面体 S級 PＳ３又はPＬ３ ５０

A級 PＳ２又はPＬ２ ３３

A級又はS級 PＳ１又はPＬ１ １４

フード又は
フェイス
シールドを
有するもの

S級 PＳ３又はPＬ３ ２５

A級 PＳ３又はPＬ３ ２０

S級又はA級 PＳ２又はPＬ２ ２０

S級又はA級
又はB級

PＳ１又はPＬ１ １１

電動ファン付き呼吸用保護具（PAPR）の指定防護係数
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溶接ヒューム中の
マンガン濃度
（mg/m3）

要求
防護係数
（PF）

選定すべき呼吸用保護具の例 指定防護係数

０.０５ １
取替え式防じんマスク（半面形、ＲＬ２）
使い捨て式防じんマスク（ＤＳ２）

１０
１０

０.１ ４
取替え式防じんマスク（半面形、ＲＬ２）
使い捨て式防じんマスク（ＤＳ２）

１０
１０

０.５ １０
取替え式防じんマスク（全面形、ＲＬ２）
電動ファン付き呼吸用保護具

（半面形、Ｂ級、ＰＬ１）

１４
１４

１.０ ２０
取替え式防じんマスク（全面形、ＲＬ３）
電動ファン付き呼吸用保護具

（半面形、Ａ級、ＰＬ２）

５０
３３

５.０ １００

電動ファン付き呼吸用保護具
（全面形、Ｓ級、ＰＬ３）

電動ファン付き呼吸用保護具
（半面形、Ｓ級、ＰＬ３）

１０００

５０/３００

呼吸用保護具の選定の例
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④ シールチェック

⚫面体形P-PAPRを着用したら、都度着用者によ
るシールチェックによって面体の内部への空気

の漏れ込みがないことを確認する。

電動ファン付き呼吸用保護具の（選択）使用方法
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フィット性が悪いとバッテリが消耗
電動ファン付き呼吸用保護具でも

フィット性は大切

電
動
フ
ァ
ン

電動ファン付き
呼吸用保護具

バ
ッ
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リ
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⑤ 警報装置

⚫P-PAPRに附属する警報装置が警報を発したら、速
やかに安全な場所に移動する

⚫警報装置には以下ものがある。、警報装置が警報を
発した場合は、新しいろ過材との交換又は充電され
た電池との交換を行う

A) ろ過材の目詰まり

B) 電池の消耗等による風量低下

C) 電池の電圧低下

D) 面体形については、面体内圧の低下

電動ファン付き呼吸用保護具の（選択）使用方法
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保守点検のポイント

① P-PAPRの保守管理は、製造者の取扱説明書
に従って行う

②交換用のろ過材、電池を常時備え付
け、適時交換して使用できるようにする

27



③ 電池の保守については、次のとおりとする
• 充電式の電池は、電圧警報装置が警報を発

する等、製造者が指定する状態になったら、
再充電する。

• 充電式の電池は、繰り返し使用していると、

使用可能時間が短くなることを踏ま

えて、電池を管理する

保守点検のポイント
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実 習
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① マスクの装着方法及び（測定器を用い
た）シールチェック

② 防じんマスクと電動ファン付き呼吸用
保護具の防護性能を比較
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電動ファン付き
呼吸用保護具

取替え式
防じんマスク

使い捨て式
防じんマスク

装 着
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教育・指導
シールチェック等

吸気して面体が吸
い付くことを確認

吸気口を塞ぐ
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シールチェック
フィットチェッカー

吸気口を塞ぐ
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フィットチェッカー

レバー

吸気口を閉じる

34



開 閉

閉

吸気口を閉じる
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前へ前へ

シールチェック用レバー

吸気口を閉じる
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シールチェック

シールチェック用レバー

吸気口を閉じる

37



0.01

0.1

1

10

100

ﾌ
ﾛ
ﾝ
1
1
4
に
よ
る
漏
れ
率
(
％
)

A B C D E F G H I J

被験者

テスト前

テスト後漏れ率が10%を超えた被験者がフィットテスト
を実施する事によって0.1%以下となった

シールチェックの効果

陰圧法によるシールチェック
実施前後の漏れ率

田中 茂 氏の報告より

38



密着性の確認
このような要領で実施します。
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マスクフィッティングテスター

マスク 漏れ率（％）

取替え式防じんマスク
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マスク 漏れ率（％）

使い捨て式防じんマスク

マスクフィッティングテスター
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マスク 漏れ率（％）

電動ファン付き呼吸用保護具

マスクフィッティングテスター
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顔面とマスクの接地面に皮膚障害がある
場合等は、漏れ率の測定や公益社団法人
日本保安用品協会が実施する「保護具ア
ドバイザー養成・確保等事業」にて養成
された保護具アドバイザーに相談をする
こと等により呼吸用保護具の適正な使用
を確保すること。

第10次粉じん障害防止総合対策の推進について

(別添)
 粉じん障害を防止するため事業者が重点的に講ずべき措置
第２ 具体的実施事項
１ 呼吸用保護具の適正な選択及び使用の徹底
(1)粉じん保護具着用管理責任者の選任及び呼吸用保護具の

適正な選択と使用等の推進
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フィットテスト
（面体形呼吸用保護具を選択した場合）

⚫金属アーク溶接等作業を行う作業場所においては、アー
ク溶接告示で 定める方法

⚫第三管理区分場所においては、第三管理区分場所告示に
定める方法

⇒１年以内ごとに１回、定期に、フィットテスト を実施し
なければならない

⚫リスクアセスメントに基づくリスク低減措置として呼吸
用保護具を労働者に使用させる事業場においては、技術
上の指針により

⇒１年以内ごとに１回、 フィットテストを行うこと
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取替え式形防じんマスク
（全面形：RL3）

使い捨て式防じんマスク
（《半面形》DS2）

取替え式形防じんマスク
（半面形：RL2）

電動ファン付き呼吸用保護具
（全面形：S級、PL3）

電動ファン付き呼吸用保護具
（半面形：A級、PL1）

呼吸用保護具の種類 要求フィットファクタ

呼吸用保護具の種類 要求フィットファクタ

全面形面体を有するもの ５００

半面形面体を有するもの １００
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日本産業規格Ｔ8150「呼吸用保護具の選択、使用及び保
守管理方法）」に定める方法

定量的フィットテスト
（測定器にって評価）

定性的フィットテスト
（感応テスト）

※定量的な評価ができる方法のみ
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定量的フィットテストに使用される測定装置

MT-05U
 （柴田科学）

AccuFIT 9000 PRO
 （日本カノマックス）     

凝縮核カウンタ（CNC）を有する
光散乱方式の計測装置：短縮法可

測定装置
８５万～２５０万円

MT-１１D
 （柴田科学）
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定量的フィットテストのサンプリングアダプターの例

取り付けイメージ
（１００５Ｒ型）

取り付けイメージ（１１８０型）
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フィットテストを実施する際の動作

標準テスト
短縮テスト

取替え式 使い捨て式

① 通常の呼吸 ① 前屈 ① 前屈

② 深呼吸 ② その場で駆け足 ② 会話

③ 首を左右に回す ③ 首を左右に回す ③ 首を左右に回す

④ 首を上下に動かす ④ 首を上下に動かす ④ 首を上下に動かす

⑤ 発話

⑥ 前屈

⑦ 通常の呼吸

※ フィットテストの各動作は少なくとも６０秒間実施
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フィットテストの実施

⚫ 事業場のフィットテスト実施者等が行う
⚫ 外部委託※
※ 測定機関、健診機関、マスクメーカー etc

フィットテスト実施方法等について

フィットテスト実施マニュアル
（公社）日本保安用品協会
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保護具メーカー等がフィットテストに関する各種情報を行って
います

興研株式会社 ホームページからアクセス
https://www.koken-ltd.co.jp/welding/

フィットテストの実施
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ご清聴ありがとうございました

公益社団法人 日本保安用品協会
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